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自ら学ぶ生徒  自ら活動する生徒  自ら鍛える生徒 

【学校教育目標】 

Vision１（方策１）  

生徒一人一人の可能性を引き出す 

 
生徒に「させる」から、 

生徒を「支える」体制と活動 
 
１ 居場所づくり・絆づくり（心理的安全

性、支持的風土にもとづく集団づく
り） 

 ・自治的活動の推進、行事等での主体性・所属
感・有用感の醸成 

 ・多様性への理解をベースに、共生・協働する
インクルーシブな教育実践（特別支援学級と
通常の学級との共同・交流学習の推進、異学
年の交流） 

・校内支援センター機能の整理と実施 
２ 一人一人を大切にする教育活動 
 ・いじめ防止対策推進法・子ども基本法等の
法令や生徒指導提要をふまえた実践、およ
び生命や尊厳を中心に据えた道徳教育 

・自己存在感・自己有用感の創出（協働的・対話
的な授業、異学年交流行事） 

３ 有事の際のスピード感と組織連携 
 ・「初動重視」（問題事案は、生徒・保護者に寄
り添う丁寧な対応で即日解決）と再発防止策
の検討・共有・実践 

４ 生徒理解（傾聴姿勢による共感的理 
解） 

・対話重視、ICTや紙面交流、日常観察、各種教育

相談・アンケート、保護者との連携、生徒指導交流

会等 

Vision２（方策２）  

生徒一人一人に確かな学びを保障する 

質の高い学びと魅力ある教育活動の展開 
～自ら学ぶ生徒の育成～ 

【学校経営の重点目標】 

Mission（使命） 
誰一人取り残されることなく、

安心して学べる学校づくり 

居場所・笑顔・学びづくり 

Goal（最終目標） 
生徒も職員も 

Well-being に過ごす学校 

学校生活キーワード 
 

Smart 
（よく考え、主体的に活動） 

Respect 
（認め合い、互いに高め合う） 

Challenge 
（夢や目標に向かい挑戦） 

教師が「教える」teachingから、 

生徒が「学ぶ」learningへの授業

改善 
 
１ 生徒が主語となった学び 
  ・課題解決型、探究的・体験的な学習の取組 

（個別・協働）  

  ・共感姿勢や存在感、自己決定場面を大切に

した教育活動 

  ・思考・判断・表現を重視した対話的・協働的 

な活動  

２ 多様な学びの保障 
・ＩＣＴ機器を活用した個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実  

・合理的配慮（個性への配慮）とユニバーサル

デザイン（わかりやすい掲示や表現等）にも

とづく教育実践 

・不登校やその他心配のある生徒への支援 

（R9年度開設に向けた通級指導教室の施 

行、SSW・フェニックス等の関係機関、リモ 

ート学習等）  

３ 教育環境の整備 
・清潔で、整理整頓された校舎     

・一人一台端末（学校でも家庭でも）    

地域とともに歩む、持続的で魅力ある学校 
・保護者・地域への積極的な情報発信（マチコミ、HP、懇談会等） 

・伊達中学校学校運営協議会、中学校区合同学校運営協議会、PTA、校区２小学校、道立２校との連携 

・「だて学」を柱に、地域とのつながり、地域内ではぐくむ多様な資質・能力 

学び続ける教職員 

・生徒への良きロールモデル 

・強みを生かす「チーム伊達」 

【基本理念】 

人間尊重の精神に立って、主体的に行動する生徒を育てる  

【各教科等を超えた学習の基礎

となる育みたい資質・能力】 

 

◎課題解決力  ：課題を設定し、解決する力 

◎実践力    ：体験・学びを社会に生かし、最後までやり抜く力 

◎人間関係形成力：協働したり、社会参画したりしてよりよい人間関係をつくる力 


